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【調査研究の概要】 

・神奈川県逗子市小坪大崎海岸は、逗子市で唯一残された自然海岸であり、環境省のモニタリングサイト 1000

によると、県内第５位の広大な藻場を持つことが知られている。この豊かな藻場は、水産資源のゆりかごとし

て高い生物多様性を生み出していると予想され、地元の漁業にも大きく貢献している。しかしながら、2020

年のオリンピック・パラリンピックセーリング競技を開催するため、現在、神奈川県、逗子市、地元企業によ

り、小坪大崎の藻場海域において漁港の開発と防波堤（150m長×複数）を設置する計画案が出された。そこ

で、逗子市小坪大崎の藻場環境と、そこに生息する動植物を保全することを目的として、当該海域の生物調査

を行った。 

・まず、地元の市民や専門家らを含めた総勢 30名あまりで、小坪大崎の砂浜海岸に生息している生き物の調査

を行った。その結果、動植物合わせて 102種の生物が見つかり、同定リストとしてまとめた。 

・次に、小坪大崎の海中調査を行おうとしたが、地元漁協関係者に配慮し、本海域の鎌倉側であり、より開発の

影響が大きいと考えられる和賀江島沖の海中調査へと変更した。和賀江島の海中調査をスキューバ潜水にて行

ったところ、和賀江島の岸側はウミウチワやミゾオゴノリなど、内湾的な環境を好む海藻が多く、砂地ではア

マモ場が形成されていた。また、岸側の投石帯（水深 1～2ｍ位の場所）は、アイゴ幼魚の保育場となってい

た。さらに、和賀江島の沖側にはアラメやジョロモク、オオバモクが主構成種となった藻場が形成されており、

サザエやアワビ、ウニなどの育成場となっていた。また、アミ類のスウォームも各所で確認された。8月には、

これまで和賀江島に打ち上げられた海藻の同定も行った。 

【調査研究の経過】 

2016年 5月：小坪大崎の砂浜海岸調査 

2016年 6月：和賀江島の海中調査 

2016年 8月；和賀江島に打ち上げられた海藻の調査 

2017年 6月：パンフット『神奈川県逗子市 小坪海岸の生物 102種』発行 

【今後の展望など】 

・2017年度 水産工学会 学会発表。 

・完成したパンフレットを、逗子市および神奈川県に提出予定。 

・高木基金の成果を活かし、引き続き相模湾（和賀江島・稲村・江の島）の生物目録作成を行う。 

 

会 計 報 告 書 の 概 要 （金額単位：千円） 充当した資金の内訳 

支 出 費 目 内  訳 支出金額 
高木基金の 

助成金を充当 

他の助成金 

等を充当 
自己資金 

協力者謝礼など 講師謝礼、目録作成、生物同定費用、交通費 171 171 0 0 

外部委託費 
海中調査 139 139 0 0 

冊子作成 140 140 0 0 

その他 
サンプル瓶等消耗品 39 39 0 0 

サンプル調整用消耗品 16 16 0 0 

合   計 505 505 0 0 

 

参考文献（ウェブサイトや書籍、成果物など） 

 ・パンフレット『神奈川県逗子市小坪海岸の生物 102種』（発行・編集：大久保奈弥・海の生き物を守る会） 

代表者名 大久保 奈弥 

助成金額 50万円 

連絡先など nokubo@tku.ac.jp 

助成のテーマ 
オリンピックの開催で開発が予定されている神奈川県逗子市小坪大崎の藻場および 

そこに生息する動植物の調査 



オリンピックの開催で開発が予定されている

神奈川県逗子市小坪大崎の藻場およびそこ

に生息する動植物の調査 

東京経済大学 大久保 奈弥 
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相模湾の生物相は豊かである 
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逗子小坪大崎 

和賀江島 

神奈川県第５位 
アラメ・カジメ 
の広大な藻場 

見突き漁も 
行われている＝ 
文化的にも重要 
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小坪大崎 



大潮の干潮時 



和賀江島 



大潮の干潮時 

日本最古の築港で国の史跡 

http://beachblog.exblog.jp/8424537/ 



神奈川県HPより 

神奈川でオリンピックセーリング競技の開催が決定 





江の島大橋を２車線から３車線に 



リビエラ配布資料 

和賀江島・小坪大崎 



リビエラ配布資料 



逗子 

鎌倉 



Save our kotsubo HPより 

逗子 

鎌倉 



江の島から逗子・葉山マリーナまでの陸海交通に 
ついて、全ての計画が黒塗りにされた行政文書 





沿岸開発は生物相を変化させる 
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デーデルライン 

（1879年~1881年）サンゴ網 

ヒルゲンドルフ 

（1873年~1876年）ネット 

モース 

（1877年）海底ドレッジ 

ドフライン 

（1904年）海底ドレッジ 

磯・砂浜海岸の生物相データがない 

相模湾動物誌（2007）より 



磯・砂浜海岸の生物相データがない 

１５年前の相模湾調査 

2001年から2005年 

主にドレッジによる調査 

磯は三崎周辺のみ 

海草・海藻のデータは 

松浦（2004）で380種 

文献及び千葉県立博物館 

柳研介氏への問い合わせ 



◯昨年の相模湾調査 
JAMBIOによるドレッジ地点 

◯ 

◯ 

磯・砂浜海岸の生物相データがない 

筑波大学HPより 



磯・砂浜海岸の生物相データベースを 
沿岸開発前に作成する必要がある 

磯・砂浜海岸＝人間がアクセスする場所 

  ↓ 

人間活動と環境保全との両立を実現する上で重要な
場所であるが、便宜的な問題からあまり研究されて
こなかった？ 

生物相データベースがあれば・・・ 

 長い歴史の中で人間活動がどう生物相を変えてき
たのかを比較して明らかにできる（学術的意義） 

 開発の際、自然に依拠した反論を示すための説得
材料となる（環境保全） 



実施した内容 

１．砂浜・磯海岸生物調査 

２．潜水調査 

３．調査海域の生物リストの作成 



１．砂浜・磯海岸生物調査 



逗子小坪の生物相データは初 



合計102種の生物を 

同定し、HPで公開 





２．潜水調査 

調査会社に依頼（既に和賀江島の調査を開始） 

No. 門 綱 目 科 学  名 和  名 ① 

1 緑藻植物 緑藻 ｱｵｻ ｱｵｻ Ulva sp. ｱｵｻ属  

2     ﾐﾙ ﾐﾙ Codium contractum ｻｷﾌﾞﾄﾐﾙ  

3         Codium fragile ﾐﾙ  

4 不等毛植物 褐藻 ｱﾐｼﾞｸﾞｻ ｱﾐｼﾞｸﾞｻ Dictyopteris prolifera ﾍﾗﾔﾊｽﾞ 5> 

5         Dictyota dichotoma ｱﾐｼﾞｸﾞｻ 5> 

6         Pachydictyon coriaceum ｻﾅﾀﾞｸﾞｻ 5  

7         Padina arborescens ｳﾐｳﾁﾜ  

8     ｶﾔﾓﾉﾘ ｶﾔﾓﾉﾘ Colpomenia peregrina ｳｽｶﾜﾌｸﾛﾉﾘ  

9         Colpomenia sinuosa ﾌｸﾛﾉﾘ 5> 

10     ｺﾝﾌﾞ ｶｼﾞﾒ Eisenia bicyclis ｱﾗﾒ 75  

11     ｲｼｹﾞ ｲｼｹﾞ Ishige okamurae ｲｼｹﾞ  

12     ﾋﾊﾞﾏﾀ ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ Myagropsis myagroides ｼﾞｮﾛﾓｸ 5  

13         Sargassum fusiforme ﾋｼﾞｷ  

14         Sargassum hemiphyllum ｲｿﾓｸ 10  

15         Sargassum horneri ｱｶﾓｸ  

16         Sargassum ringgoldianum ringgoldianum ｵｵﾊﾞﾓｸ 15  

17         Sargassum thunbergii ｳﾐﾄﾗﾉｵ  

18 紅色植物 紅藻 ｳﾐｿﾞｳﾒﾝ ｶﾞﾗｶﾞﾗ Dichotomaria falcata ﾋﾗｶﾞﾗｶﾞﾗ  

19         Tricleocarpa jejuensis ｶﾞﾗｶﾞﾗ  

20     ｻﾝｺﾞﾓ ｻﾝｺﾞﾓ Amphiroa beauvoisii ｴﾁｺﾞｶﾆﾉﾃ(ｳｽｶﾜｶﾆﾉﾃ) 10  

21         Corallina aberrans ﾌｻｶﾆﾉﾃ 20  

22         Corallina crassissimum ﾍﾘﾄﾘｶﾆﾉﾃ 40  







市民向けパンフレットの作成 
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地元の商店・小学校・保育園にも 



高木基金の成果を元に、旭硝子財団の 

環境フィールド研究近藤記念グラントを取得 

江の島 

（藤沢市） 
稲村ヶ崎 

（鎌倉市） 和賀江島（鎌倉市） 

逗子マリーナ 

現在、開発の影響が懸念される下記の 

３ヶ所で生物リストの作成を継続中 
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